
光
明
真
言
に
関
す
る
密
宗
法
要

の
研
究

初

崎

正

純

光
明
真
言
は
そ
の
功
徳
甚
深
な
る
を
以
て
、
古
来
よ
り
道
俗
の
間
に

信
仰
せ
ら
れ
、

そ
の
滅
罪
、
亡
者
得
脱
等
の
た
め
に
修
せ
ら
る

法
要

に
土
砂
加
持

・
光
明
三
昧
が
あ
る
。

そ
の
法
要
に
諦
持
せ
ら
る
』
光
明
真
言
は
、
果
し
て
如
何
な
る
理
趣

の
も
の
か
、
密
教
に
お
け
る
真
言
陀
羅
尼
の
通
相
と
し
て
、
そ
の

一
字

一
字
が
象
徴
せ
る
意
義
を
通
じ
、
か
の
無
限
不
可
得

の
実
相
に
摂
入
せ

ら
る

組
織
に
他
な
ら
ぬ
。
今
そ
の
真
言
陀
羅
尼
に
お
け
る

一
往

の
句

義
を
釈
せ
ば
、

(1
)

(
2
)

O
m
 
b
h
u
h
 
k
h
a
m

(浄

土
変

の
真

言
)
a
m
o
g
h
a
-
v
a
i
r
o
c
a
n
a
n
a
-
m
a
h
a
-
m
u
d
r
a

(
か
の
効
験
空

し
か
ら
ざ

る
遍
照

の
大
印
あ
る
も

の
よ
)
m
a
n
i
-
p
a
d
m
a
j
v
-

a
l
a
 
(
こ
の
宝
珠

・
蓮
華

・
光
明

の
三
徳

あ
る
も

の
よ
)
p
r
a
v
a
r
t
a
y
a

(
そ
れ

を
転
ぜ
し
め
よ
)
h
u
m
(
菩
提

心
の
聖
語
)

こ

の
光

明

真

言

は

そ

の
法

要

に

お

け

る

加

持

土

砂

に
諦

持

せ

ら

る

(3
)

が
、
そ
の
本
軌
は
不
空
羅
索
神
変
真
言
経
第
二
十
八
で
あ
る
。

コ
ノ
真
言
ヲ
以
テ
土
砂
ヲ
加
持
ス
ル
コ
ト
一
百
八
遍
シ
、
亡
者
ノ
屍
骸
ノ
上

二
散
ジ
、
或
ハ
墓
ノ
上
、
塔
ノ
上
二
散
ズ
ル
ニ
、
ソ
ノ
亡
者
地
獄
餓
鬼
若
シ

ハ
修
羅
等

ノ
中

ニ
ア
リ
ト

モ
、
大
灌
頂
光
真
言
加
持
土
砂

ノ
功
力

ニ
ョ
リ
光

明

ヲ
得
、

諸

ノ
罪
報

ヲ
除

キ
、
所
苦

ノ
身

ヲ
捨

テ
、
西
方
極
楽
国
土

二
往

キ

テ
蓮
華

二
生
ジ
、

乃
至
菩
提
ヲ
成

ズ
ル
。

(4
)

そ
の
経
説
を
信
じ
て
、
元
暁
、
道
殿
等

の
法
師

は
、
そ
の
児
砂
の
功

(5
)

徳
を
宣
揚
し
、
わ
が
国
に
て
も
、
光
明
真
言
法

が
成
立
し
、
そ
の
散
念

諦

の
場
合
に
、
左
手
に
念
珠
を
持
し
、
右
手
を

五
色
光
印
に
し
て
、
土

砂
が
加
持
せ
ら
る
-

が
。

か
の
法
要
に
お
け
る
光
明
真
言
法
は
、
法
性
不

二
の
大
日
を
本
尊
に

(6
)

せ
る
醍
醐
二
宝
院
乗
海
法
印

(
一
一
一
六
ー

一
一
七
八
)
の
次
第
が
基
本

で
あ
る
。
今
そ
の
内
容
項
目
を
分
科
し
、
そ
れ
を
列
記
せ
ば
、

一

上
堂
行
願
法

一
自
房
中
至
仏
前
作
法
如
常

二

坦
前
普
礼

三

著
座
普
礼

四

塗
香

五

三
密
観

六

浄
三
業

七

三
部
被
甲

八

加
持
香
水

九

加
持
供

物

一
○

覧
字
観

一
一
観
仏

一
二

金
剛
起

一
三

普
礼

一
四

表
白
神
分

一
五

五
悔
等

一
六

発
願

一
七

五
大
願

一
八

普
供
養

三
力

光
明
真
言
に
関
す
る
密
宗
法
要
の
研
究

(初

崎
)
 

二
五
七
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)
 

二
五
八

二

三
昧
耶
戒
法

一
九

四
無
量
観

二
○

大
金
剛
輪

二
一
地
結

二
二

四
方
結

二
三

金
剛
眼

二
四

召
罪

二
五

擢
罪

二
六

業
障
除

二
七

成
菩
提
心

日

荘
厳
道
場
法

二
八

道
場
観

二
九

大
虚
空
蔵

三
○

小
金
剛
輪

四

勧
請
結
護
法

三

一
宝
車
轄

三
二

請
車
軽

三
三

召
請

三
四

四
明

三
五

拍
掌

三
六

結
界

(不
動
)

三
七

虚
空
網

三
八

火
院

三
九

大
三
昧
耶

五

讃
嘆
供
養
法

四
○

閲
伽

西

一
華
座

四
二

振
鈴

四
三

理
供

(五
供
養
)

四
四

事
供

四
五

讃

(先
四
智
、
恣
略
)

四
六

普
供
養
三
力

四
七

祈
願

四
八

礼
仏因

修
習
念
請
法

四
九

入
我
々
入
観

く
先
布
字
次
観
法
)

五
○

本
尊
加
持

(外
五
股
印
、

内
五
股
印
、
塔
印
、
五
色
智
光
印
)

五
一
正
念
諦

五
二

本
尊
加
持

五
三

字
輪
観

(五
大
)

五
四

本
尊
加
持

五
五

仏
眼

五
六

散
念
諦

(七)
 
後
供
方
便
法

五
七

後
供
養

(理
供
、
事
供
)

五
八

開
伽

五
九

後
鈴

六
○

讃

六

一
普
供
養
三
力

六
二

祈
願
、
礼
仏

六
三

廻
向

六
四

至
心
廻
向

六
五

解
界

六
六

撲
遣

六
七

三
部
、
被
甲
、
礼
仏

六
八

出
堂
已
上

乗
海
法
印
は
こ
の
次
第
を
基
本
に
し
て
、
そ
の
本
師
た
る
勝
倶
眠
[院

実
運
僧
正
追
福
の
た
め
、
毎
日
三
時
、

一
百
日
間
、

こ
の
光
明
真
言
法

(
7
)

を
修
せ
ら

れ
た
。
そ
の
結
願
に
際
し
、
暁

の
夢
に
不
空
三
蔵
が
現
れ
、

乗
海
法
印
を
讃
し
た
る
伝
説
が
あ
る
。

善
イ
哉
、
善
イ
哉
、
汝
ガ
報
恩
ノ
志
、
思
議
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
汝
ノ
師
実
運
ハ

(一
念
ノ
執
心
ニ
ョ
リ
テ
魔
道
二
堕
シ
、
一
日
三
時
ノ
苦
シ
ミ
ヲ
受
ケ
シ
ニ
、

今
ヤ
汝
ガ
所
修
ノ
秘
法
ニ
ョ
リ
知
足
天
二
生
ズ
ル
ロ
ト
ヲ
得
タ
、
汝
コ
レ
ヲ

知
ル
ヤ
否
ヤ
ト
云
々
。

こ
の
霊
夢
に
感
激
し
、
乗
海
法
印
は
爾
来

二
十
年
間
、

一
門

の
高

僧
、
貴
浅
霊
等

の
た
め
、
そ
の
秘
法
を
修
し
、
光
明
真
言

の
功
徳
を
高

調
せ
ら
れ
た
。

(
8
)

か
の
明
恵
上
人

(
一
一
七
三
-
一
二
三
二
)
も
光
明
真
言
加
持
土

砂
義

一
巻
を
撰
し
、
そ
の
功
徳
が
宣
揚
せ
ら
れ
、
こ

の
光
明
真
言
に
お
け
る

兄
砂
の
信
仰
が
津

々
浦

々
に
ま
で
普
及
し
、
遂

に
は
加
持
土
砂
の
法
要

が
興
起
し
た
。
そ
の
法
要
も
最
初
は

一
会

一
座
に
修
せ
ら
れ
た
が
、
そ

れ
が
次
第
に
発
達
し
、
六
道
二
十
五
有
の
亡
霊
を
救
済
せ
る
意
味
の
上

よ
り
、
二
十
五
口
の
浄
侶
を
屈
請
し
、

一
会
六
座

の
法
要
が
修
せ
ら
る

瓦
に
至
る
。

今
そ
の
法
要
に
お
け
る
配
役
を
記
せ
ば
、

導
師

(開

・
結
)

一
薦

唄
士

二
繭

舎
利
礼

三
繭

第
二
座

五
座
供
養
法
師

四

七
藤

光
明
真
言

八
蕩

第
二
座

五
座
経
頭

九

十
二
藤

過
去
帳

十
三
蕩

前
後
讃

十
四
藤
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散
華
附
対
揚

十
五
萬

初
座

五
座
中
間
讃

十
六

二
十
膓

光
明
真
言
伽
陀

二
十

一薦

初
座
経
頭

二
十
二
臨

第
六
座
経
頭

二
十
三
薦

土
砂
進
退

二
十
四

五
薦

こ
の
土
砂
加
持
も
、
往
古
は
後
七
日
御
修
法
に
準
じ
、
そ
れ
を
金

(9
)

剛

・
胎
蔵

の
両
界
立
に
し
て
、
そ
の
両
部
を
交
互
に
修
し
た
が
、
現
時

(
10
)

は
金
剛
界

立
に
修
せ
ら
る
』
場
合
が
多

い
。
高
野
山

で
は
学

派
に
よ

り
、
そ
の
法
要
に
お
け
る
行
法
次
第
を
異
に
し
、
か
の
宝
門
は
光
明
真

言
法
を
修
せ
ら
れ
る
。

そ
の
法
要
に
お
け
る
兜
砂
に
際
し
、
浄
侶
は
各

々
に
光
明
真
言
を
諦

(11
)

じ
て
七
種

の
秘
印
を
結
ぶ
が
、
そ
れ
は
明
恵
上
人
が
文
殊
菩
薩
よ
り
授

か
り
た
る
秘
印
に
し
て
、
か
の

一
明
を
以
て
七
印
が
結
ば
れ
る
。

七
種
秘
印

一
、
智

拳

印
o
m
 
b
h
u
h
 
k
h
a
m
 
a
m
o
g
h
a

二
、
外
五
股
印
v
a
i
r
o
c
a
n
a

三
、
五
色
光
印
m
a
d
a
-
m
u
d
r
a

四
、
宝

珠

印

日
m
a
n
i

五
、
弥

陀

印
p
a
d
a
m

六
、
智

拳

印
j
v
a
l
a

七
、
八

葉

印
p
r
d
v
a
r
t
a
y
a
 
h
u
m

こ
の
土
砂
加
持
は
所
謂
経
立
の
法
要
に
し
て
、
導
師
が
修
法
の
間
、

職
衆
は
種

々
の
経
文
を
読
む
。
そ
の
職
衆
が
主
に
真
言
陀
羅
尼
を
念
諦

(
12
)

し
、
か
の
理
趣
経
等
の
経
文
を
読
ま
ぬ
究
立
の
法
要
と
し
て
光
明
三
昧

が
あ
る
。
今
そ
の
法
要
に
お
け
る
次
第
を
記
せ
ば
、

総
礼
伽
陀

唄散
華
附
対
揚

五
悔
等

前
讃

光
明
真
言

和
讃

(後
讃
)

光
明
真
言
伽
陀

廻
向
伽
陀

称
名
礼

(
13

)

光
明
三
昧
は
か
の
興
正
菩
薩
が
優
婆
塞
戒
経
を
本
軌
に
し
て
、
文
永

元
年

(
一
二
六
四
)
九
月
十
四
日
よ
り

一
七
日
間
、
南
都
西
大
寺
に
修

せ
ら
れ
た
。

こ
れ
わ
が
国
に
お
け
る
最
初

の
光

明
三
昧

で
あ

る
が
、

徳
川
時
代
に
入
り
て
は
、
そ
の
寺
檀
関
係
が
成
立
し
、
寺
院
は
檀
家
に

お
け
る
法
事

・
葬
式
を
司
る
上
よ
り
、
そ
の
滅
罪
、
亡
者
得
脱
等

の
勝

計
と
し
て
、
こ
の
土
砂
加
持

・
光
明
三
昧
が
修
せ
ら
れ
今
日
に
至
る
。

1
 
か
の
東
密
に
お
け
る
小
野
流
で
は
、
こ
の
浄
土
変
の
真
言
を
は
じ
め
に

付
し
て
唱
え
る
。
そ
の
所
伝
に
関
し
て
は
、
智
袋
砂
下
、
白
宝
口
砂
第
三

十
四

(大
正
図
像
第
六
、
五
一
九
頁
下
)
等
参
照
ま
で
。

2
 
こ
の
大
印

(
m
a
h
a
-
m
u
d
r
a
)

に
関
し
て
は
、
栂
尾
群
雲
著

「理
趣
経

光
明
真
言
に
関
す
る
密
宗

法
要

の
研
究

(
初

崎
)
 

二
五
九
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二
六
○

の
研
究
」

四
九

一
頁
を
参
照
ま

で
。

3
 
大
正
蔵
経

二
○
、
,三

八
五
頁
下
参
照
。

4
 
遊

心
安
楽
道

(
大
正
蔵

経
四
七
、

一
一
九
頁
中
)
、
供

物

利

生

儀

(
同

上

四
六
、

一
○
○

五
頁
中
)

等
参
照
。

5
 
白
宝

口
紗
第
三
十
五

(
大
正
図
像
第

六
、
五
二
五
頁

上
)
参
照
。

6
 

こ
の
光
明
真
言
法
に
お
け
る
乗
海
法
印
の
次
第

は
、
か
の
九
種
別
行

立

の
組
織

で
あ
る
。

そ

の
別
行
立

の
次
第

に
関
し

て
は
、
権

田
雷
斧
著

「
伝

法
院
流
伝
授
私
勘
」
第

一
、
十

九
丁
右

を
参
照
ま
で
。

7
 
乗
海
法
印

が
こ
の
光
明
真
言
法
を
修
し
て
悉
地
を
得
た
る
伝
説

に
関

し

て
は
、
教
舜
僧
正
著

「
秘
砂
口
決
」

第
八

(
真
言
宗
全
書
本
、

一
一
一
頁

下
)
、
並

に

「
伝
灯
広
録
」
乗
海

伝

(
八
葉

学

会

本
、

中
巻
、

一
=

一
丁

左
)
参

照
。

8
 
大
山
公
淳
著

「
真
言
宗
法
儀
解
説
」

七
三
ー
七
五
頁
参
照
。

9
 

こ
の
胎
蔵
界
立

の
次
第

は
、
五
悔
に
代
え
九
方
便
を
依

用
し
、

そ

の
他

は
金
剛
界
立

の
次
第

に
異
な
ら
ぬ
。

こ
れ
に
対

し
、
地
結
、

四
方
結

の
次

に
入
仏
三
昧
耶

・
法
界
生
等

の
印

・
真

言
を
挿
入

せ
る
所
謂
胎
蔵
界

立

の

次
第

は
、
後
七
日
御
修
法
に
お
け
る
理
性
院
胎
蔵
頸
次
第

を
参
酌

し
て
編

成

せ
ら
れ
た
。

こ
の
次
第

に
関
し

て
は
、
頼
喩
僧
正
著

「
秘
砂
問
答
」
第

三

(
大
正
蔵
経

七
九
、

三
四
九
頁
中
)

を
参
照
ま
で
。

10
 
大
山

公
淳
著

「
真
言
宗

法
儀
解
説
」
七
四
頁
参
照
。

11
 
慈
雲
尊
者
全
集
第
十
六
巻
二
七
六
頁
、

白
宝
口
砂
第

三
十

四

(
大
正
図

像
第
六
、

五
二
○
頁
下
)

等
参
照
。

12
 

こ
の
光
明

三
昧

に
関

し

て
は
、
大
山
公
淳
著

「真
言
宗
法
儀
解
説
」

九

九
頁
を
参
照

ま
で
。

13
 

霊
端
南
竜

著

「
諸
法
会
儀
則
」
下
、

四
十
七
丁
左
参
照
。
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